様式２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共同開発事業実施計画書

【注】記入にあたっては以下の点をご注意ください。
・本ページ以外には、申請者名を記載しないで下さい。
・①～③、⑤の項目について、必要に応じて図やグラフを挿入して構いません。

・①～③の項目について、各項目２ページ以内として下さい。

・⑤の項目は、大阪産業技術研究所の研究員が作成する必要がありますのでご注意下さい。
・文字のフォントは次のとおりとします。

フォント：日本語＝MS明朝・10.5ポイント、英数字＝century・10.5ポイント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	1 開発する製品・技術・サービスの概要（目的との整合性）


	※開発目的や開発内容、想定している展示内容について記載して下さい


	2 開発する技術・製品・サービスのアピールポイント（アピール性）

	※開発内容の新規性や競合他社との比較優位性、インパクトなどのアピールポイントを記載して下さい


	3 開発内容（実現性）


	【展示製品・技術等の申請日時点での完成度】

いずれか１つを選択してください
構想段階　　　　　　　　研究開発中　　　　　　　　試作段階
【製品・技術・サービスの技術的な課題】
【課題に対する取組】
〇開発スケジュール
下図を使用のこと。また、表の行数は適宜調整すること。
（この欄のフォントは８ポイントとします）
実施項目
令和5年度
令和6年度

第３四半期
第４四半期
第１四半期
第２四半期
第３四半期
第４四半期
開発事業者




大阪産業技術研究所


共同実施





	4 実施体制


	〇開発担当者名簿
氏名・役職

実施内容
エフォート（％）
A開発事業者
B大阪産業技術研究所
・本事業に携わるすべての開発担当者について記載してください。
・開発事業者の主担当者には○印を付けてください。

・エフォートは全業務時間における本開発事業にかける時間割合を言います（％）。
〇開発費用の想定について（人件費は含まない）
A開発事業者
金額（千円）

内訳

小　計
小　計
小　計
小　計
計
B大阪産業技術研究所（最大500万円）
金額（千円）

内訳

小　計
小　計
小　計
小　計
計
・Bの合計額はAの合計額を超えないこと。


	5 活用する技術（マッチング性）

	〇開発に活用する大阪産業技術研究所の特許、ノウハウ、技術シーズ
※本項目は大阪産業技術研究所の研究員が作成すること。
【記入者の氏名：　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　研究部）】
大阪産業技術研究所保有の装置・機器の使用予定について（この欄のフォントは８ポイントとします）
装置名
使用目的
使用時間（概ねの目安）


	6 その他

	〇専門用語の解説について（必要な場合）



申請者名：








・例示です


・適宜、行を追加してください
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